
神奈川県循環型社会づくり計画における目標値の進捗について 
 
 

１ 計画の概要 

 ◆循環型計画の性格       廃棄物処理法に基づく廃棄物の減量その他その適正な

処理に関する計画 

◆計画期間                平成24年度から平成33年度までの10年間 

◆事業計画期間            平成29年度から平成33年度までの5年間 

◆基本理念（本県の目指す姿） 廃棄物ゼロ社会 

 
２ 目標値の進捗状況について 
   

  目標１ 生活系ごみ１人１日当たりの排出量 

＜平成33年度目標値＞664ｇ/人・日 

 

 

目標２ 事業活動による廃棄物の県内ＧＤＰ（県内総生産）当たりの排出量 

＜平成33年度目標値＞53.6トン/億円 

 

 

目標３ 一般廃棄物の再生利用率 

＜平成33年度目標値＞31％ 
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資料１-１ 



 

目標４ 製造業における産業廃棄物の再生利用率 

＜平成33年度目標値＞50％ 

 

 

目標５ 不法投棄等残存量 

＜目標＞前年度より減少 

 
 
３ 一般廃棄物・産業廃棄物の排出量の推移について 
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〇 排出量は、平成19年度の334万トンから減少 

傾向にあり、平成28年度は291万トンであった。 

○ 再生利用率は近年およそ25％で推移してい 

る。 

○ 最終処分量は、平成19年度の32万トンから平 

成28年度の24万トンへと減少している。 

○ 排出量は横ばい傾向で、平成28年度は1,744 

万トンとなった。 

○ 再生利用率は近年横ばいしていたが、平成28 

年度は36％となった。 

○ 最終処分量は、平成19年度の152万トンから 

平成28年度の113万トンへと減少した。 
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H33推計値：278 
H33推計値：1,692 

（万ｔ） 


